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科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

意
義
と
政
策
の
現
状

須
藤

日
本
の
経
済
社
会
の
発
展
に
と
っ
て
今
や
科

学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
現
在
、

安
倍
政
権
で
は
、「
世
界
で
最
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
適
し
た
国
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
大
き
な
進
展
が

図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
六
月
に
は
、「
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
２
０
１
４
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た

二
大
「
国
家
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
Ｓ
Ｉ
Ｐ（
戦
略
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
）や
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ

経済社会を支える
科学技術イノベーション

安
倍
政
権
と
な
っ
て
以
来
、
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
は
大
き
な
進
展
が
図
ら
れ
つ

つ
あ
る
。
総
合
科
学
技
術
会
議
は
、「
総
合
科

学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
へ
改
組
さ

れ
、
司
令
塔
機
能
が
よ
り
強
化
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
欧
米
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
等
の
新

興
国
に
お
い
て
も
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
政
策
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
た
め
の

総
合
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ス
テ
ム
の
強
化
と
い

う
視
点
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な

か
、
わ
が
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ス
テ
ム
全
体
を
俯
瞰
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
出
に
向
け
た
具
体
的
な
強
化
策
や
、
将

来
有
望
な
技
術
領
域
等
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
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Ｃ
Ｔ（
革
新
的
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
）も
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
政
府
の
科
学
技
術
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
長
期
計
画
を
定
め
た
第
五
期

科
学
技
術
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討
も
今
後

本
格
化
し
ま
す
。

経
団
連
と
し
て
も
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

政
策
に
つ
い
て
産
業
界
の
立
場
か
ら
引
き
続
き
、
意

見
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

は
じ
め
に
皆
様
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
科
学
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
内
山
田
副
会
長

か
ら
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
関
す
る

経
団
連
の
基
本
的
な
考
え
方
、
今
ま
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ｓ
Ｉ
Ｐ
、Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
の

継
続
し
た
予
算
確
保
を

内
山
田

私
は
、
久
間
議
員
と
と
も
に
「
総
合
科
学

技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
の
民
間
議
員
も
務

め
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
、
経
団
連
、
産
業
界
の
立

場
で
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

安
倍
政
権
発
足
直
後
の
昨
年
一
月
に
、
経
団
連
か

ら
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
推
進
体
制

の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
」
と
題
し
た
提
言
を
出
し

ま
し
た
。
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を
成
長

戦
略
と
も
連
動
す
る
国
家
戦
略
と
し
て
重
要
視
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
具
体
的
な
改

革
の
四
本
柱
と
し
て
、
強
力
な
司
令
塔
の
実
現
、
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
組
み
の
改
革
、
大
学
・
大
学

院
の
改
革
、
科
学
技
術
予
算
の
拡
充
を
掲
げ
て
い
ま

す
。現

在
、
改
革
は
力
強
く
進
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
特
に
「
強
力
な
司
令
塔
の
実
現
」
に

つ
い
て
は
、
内
閣
府
設
置
法
の
改
正
で
、
科
学
技
術

基
本
計
画
の
策
定
権
限
や
予
算
の
総
合
調
整
機
能
が

文
部
科
学
省
よ
り
内
閣
府
に
移
管
さ
れ
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
や

Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
な
ど
独
自
施
策
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｉ
Ｐ
、
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て

予
算
確
保
を
行
い
、
制
度
の
定
着
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

ま
た
、
予
算
の
重
点
化
だ
け
で
は
な
く
、
第
四
期

科
学
技
術
基
本
計
画（
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
五
年
度
）

に
掲
げ
ら
れ
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
一
％
、
総
額
二
五
兆
円
と

い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、
予
算
総
枠
の
拡
充
も
必
要

で
す
。

須
藤

久
間
議
員
か
ら
、
内
閣
府
総
合
科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
具
体

的
な
施
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議

は
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の

司
令
塔

久
間

安
倍
政
権
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
経
済
再
生

と
持
続
的
経
済
成
長
を
実
現
す
る
に
は
、
科
学
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
が
不
可
欠
で
す
。
総
合
科

学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
で
は
、
内
山
田
副

会
長
が
話
さ
れ
た
よ
う
に
、
昨
年
か
ら
わ
が
国
の
科

学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
司
令
塔
と
し
て
大

き
く
三
つ
の
政
策
を
立
案
し
、
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
予
算
戦

略
会
議
の
設
置
、
二
つ
目
は
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
創
設
、
三
つ

目
が
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
創
設
で
す
。

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
予
算
戦
略
会
議
は
、

科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣
の
も
と
、
関
係
省
庁
の

幹
部
が
集
ま
り
、
各
省
庁
が
予
算
要
求
を
検
討
す
る

段
階
か
ら
、
政
府
全
体
の
研
究
開
発
課
題
や
予
算

の
重
点
化
な
ど
総
合
調
整
を
行
う
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ

ム
で
す
。
こ
れ
ま
で
各
省
庁
が
連
動
す
べ
き
政
策
に

つ
い
て
、お
の
お
の
が
独
自
に
予
算
要
求
し
て
い
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
画
期
的
な
仕
組
み
だ
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
予
算
に
対
し
て
は
、
目
標
ス
ペ
ッ
ク
等
も

記
入
し
た
工
程
表
を
作
成
さ
せ
ま
す
。
今
年
は
、
成

果
を
確
実
に
実
用
化
す
べ
く
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
環
境
な
ど
、
分
野
横
断
的
な
技
術
を
強
化
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｉ
Ｐ
は
、
府
省
・
分
野
の
枠
を
超
え
て
基
礎
研

究
か
ら
実
用
化
・
事
業
化
ま
で
を
見
据
え
た
研
究
開

発
を
推
進
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
予
算
と
し
て
、
内
閣

府
に
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
推
進
費
」

五
〇
〇
億
円
を
新
規
計
上
し
ま
し
た
。
総
合
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
次

世
代
イ
ン
フ
ラ
、
地
域
資
源
、
健
康
医
療
の
四
分
野

を
対
象
と
し
、
こ
の
う
ち
健
康
医
療
を
除
く
三
分
野

に
関
し
て
、
わ
が
国
の
経
済
・
社
会
発
展
に
不
可
欠

な
重
要
一
〇
課
題
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

各
課
題
に
対
し
て
は
、
日
本
の
第
一
人
者
を
プ
ロ

グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー（
Ｐ
Ｄ
）と
し
て
任
命
し
ま
し

た
。「
革
新
的
燃
焼
技
術
」「
次
世
代
パ
ワ
ー
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
」「
革
新
的
設
計
生
産
技
術
」
な
ど
、

比
較
的
短
期
中
期
に
成
果
が
出
る
も
の
に
つ
い
て
は

産
業
界
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー（
Ｐ
Ｄ
）を

選
出
し
、「
次
世
代
海
洋
資
源
調
査
技
術
」「
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
な
防
災
・
減
災
機
能
の
強
化
」
な
ど
時
間
が

か
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
大
学
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ

ィ
レ
ク
タ
ー（
Ｐ
Ｄ
）を
選
出
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
各
課
題
の
研
究
開
発
計
画
に
基
づ
き
、
実

際
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
る
研
究
機
関
の
公
募
、
選

定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
概
ね
今
年
の
九
月

ご
ろ
に
実
施
機
関
が
決
定
さ
れ
、
本
格
的
な
研
究
開

発
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
省
庁
連
携
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。Ｉ

ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
は
、
実
現
す
れ
ば
産
業
や
社
会
の

あ
り
方
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
革
新
的
な
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
目
指
し
、
ハ
イ
リ

ス
ク
、
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
開
発
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

Ｓ
Ｉ
Ｐ
が
「
連
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
目
指
し

て
い
る
と
す
れ
ば
、
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
は
、
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
を
起
こ
す
よ
う
な
「
非
連
続
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
度

の
補
正
予
算
で
五
五
〇
億
円（
五
年
間
の
基
金
）を
確

保
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
研
究
者

が
中
心
で
し
た
が
、
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
場
合
は
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ー
ズ
を
探
し
、
研
究
者
、
研
究

機
関
を
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
企
画
を
実
行
す
る

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
こ
と
が
も
う
一
つ
の
特
徴
で
す
。
そ
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
役
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
Ｐ
Ｍ
）

と
呼
び
、
大
き
な
権
限
を
与
え
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
Ｐ
Ｍ
）の
公
募
に
は
一
八
〇

件
の
応
募
が
あ
り
、
一
二
名
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
二
名
は
三
〇
代（
採
択
当
時
）の
若
手
、
二

名
が
女
性
で
す
。
所
属
の
内
訳
は
、
産
業
界
か
ら
五

名
、
大
学
か
ら
六
名
、
国
立
研
究
機
関
か
ら
一
名
と
、

多
彩
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
逸
材
が
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
非
連
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す

る
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
成
功
さ
せ
、
産
業
界
、
大

学
、
研
究
開
発
法
人
等
、
日
本
全
体
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
風
土
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

各
企
業
版
の
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
が
続
々
と
出
て
く
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

内
山
田

か
ね
て
、
科
学
技
術
の
研
究
成
果
が
産
業

に
結
び
付
か
な
い
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｉ
Ｐ

で
は
、
研
究
開
発
か
ら
産
業
化
ま
で
を
実
行
す
る
こ

と
に
な
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー（
Ｐ
Ｄ
）に

も
産
業
界
か
ら
五
人
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
産
業
界

科学技術イノベーション政策を成長戦
略とも連動する国家戦略として重要視
していくべきであるという観点から、
経団連は、強力な司令塔の実現、ファ
ンディングの仕組みの改革、大学・大
学院の改革、科学技術予算の拡充の四
点を提言している。現在、安倍政権の
もと、改革は力強く進められている。
二〇二〇年の東京オリンピック・パラ
リンピックをマイルストーンにして、
かつての新幹線のような子どもたちに
夢を与えるイノベーションを実現した
い。 （内山田竹志）

総合科学技術・イノベーション会議は、
政策・予算・法制度の三位一体で日本
の科学技術イノベーション政策を立
案・運営し、司令塔機能を強化してき
た。現在、同会議のもとでは、SIPや
ImPACTなど、イノベーション創出
のための新たなプログラムが進められ
ている。今後は、研究開発法人を中核
としたイノベーションハブを形成し、
技術シーズを実用化・事業化に結び付
ける「橋渡し」機能を強化するなど、
「世界で最もイノベーションに適した
国」を目指していく。 （久間和生）
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か
ら
の
要
望
が
実
現
し
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

久
間

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
公
募
に
よ
る
公

正
な
選
考
の
結
果
、
産
業
界
か
ら
は
、
世
界
で
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
狙
え
る
各
社
の
エ
ー
ス
が
集
結
し
ま
し

た
。
彼
ら
が
素
晴
ら
し
い
成
果
を
出
し
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

須
藤

元
村
編
集
委
員
か
ら
、
お
二
人
の
発
言
を
踏

ま
え
て
、
日
本
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策

に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
は

フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
鍵
に
な
る

元
村

か
つ
て
科
学
技
術
政
策
を
担
当
し
て
い
た
の

で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
関
し
て
は
、
こ
こ
一

〇
年
ほ
ど
ウ
ォ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
な
こ
と
は
、
国
民
の
な
か
で
異
論
は
な
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
政
策
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
記
者
で
さ
え
全
容
が
つ
か
め

な
い
の
が
実
情
で
す
。
ま
た
、
ま
だ
成
果
が
出
て
い

な
い
政
策
は
記
事
に
な
り
に
く
く
、
そ
の
意
味
で
は
、

司
令
塔
機
能
を
強
化
し
た
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
。

ど
の
政
策
と
ど
の
政
策
が
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
、

こ
こ
で
の
成
果
が
社
会
を
ど
う
変
え
る
の
か
、
ス
ポ

ン
サ
ー
で
あ
る
国
民
に
明
確
に
わ
か
る
よ
う
に
、
広

報
を
含
め
て
一
本
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
に
関
し
て
は
、
資
料
を
拝
見
し
て
、

と
て
も
面
白
い
人
材
が
集
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
ハ
イ
リ
ス
ク
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
を
目
指
す
と
言
い

切
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
政
策

に
は
無
か
っ
た
点
で
、
注
目
し
て
い
ま
す
。
総
務
省

が
「
変
な
人
」
つ
ま
り
独
創
的
な
人
材
を
募
集
す
る

「
異
能vation

」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
話
題
と
な
っ
た
よ

う
に
、
役
所
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、
変
わ
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

一
方
、
非
連
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
狙
っ

た
と
こ
ろ
以
外
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

導
電
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
発
見
し
二
〇
〇
〇
年
に
ノ

ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
白
川
英
樹
先
生
は
、
そ

の
分
野
で
は
知
ら
れ
た
存
在
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

私
た
ち
科
学
技
術
担
当
の
記
者
た
ち
は
注
目
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
受
賞
後
、
取
材
を
し
た
時
に
、
導

電
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
基
本
原
理
を
発
見
し
た
実
験

に
か
か
っ
た
費
用
を
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、「
試
薬

と
実
験
道
具
で
二
万
円
ぐ
ら
い
だ
っ
た
」
と
い
う
お

答
え
に
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
巨
額
の
資
金
を
つ
ぎ
込
ん
だ
と
こ

ろ
か
ら
で
は
な
く
、
思
い
も
よ
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら

新
し
い
発
見
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
が
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
で
す
。
常
に
広
く
目
配
り
し
て
お
く
こ
と

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

久
間

Ｓ
Ｉ
Ｐ
は
日
本
に
と
っ
て
負
け
ら
れ
な
い
分

野
の
課
題
ば
か
り
で
す
の
で
、
全
勝
を
目
指
し
ま
す
。

一
方
、
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
は
、
シ
ナ
リ
オ
ど
お
り
に
は

い
か
な
い
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
も
あ
る
程

度
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
展
開
に
よ
っ
て

は
、
内
容
も
変
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
研
究
開

発
を
実
施
す
る
メ
ン
バ
ー
も
変
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
あ
た
り
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
Ｐ
Ｍ
）の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

元
村

そ
う
し
た
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
重
要
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。
政
府
と
し
て
は
大
変

思
い
切
っ
た
施
策
な
の
で
、
今
後
の
展
開
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

須
藤

経
団
連
と
し
て
も
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
、
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ

Ｔ
に
積
極
的
に
応
募
す
る
よ
う
、
会
員
企
業
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。
今
後
は
、
内
山
田
副
会
長
の
お
っ
し

ゃ
っ
た
よ
う
に
、
継
続
し
た
予
算
確
保
と
制
度
の
定

着
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
元
村

編
集
委
員
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
関
す
る
周
知
徹
底
は
重
要
な
課

題
で
す
の
で
、
経
団
連
と
し
て
も
さ
ら
な
る
周
知
徹

底
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

世
界
に
冠
た
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム

の
構
築

須
藤

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
現
状
を

整
理
し
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
、
実
際
に
政
府
に
お
い

て
進
め
ら
れ
る
具
体
的
な
政
策
、
特
に
、
研
究
開
発

法
人
改
革
、
大
学
改
革
、
二
つ
の
内
容
に
つ
い
て
皆

様
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

ま
ず
、
研
究
開
発
法
人
改
革
に
つ
い
て
、
経
団
連

で
は
今
年
七
月
に
研
究
開
発
法
人
の
機
能
強
化
に
向

け
て
提
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
内
山
田
副

会
長
、
ご
意
見
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
地
場
力
を
活
か
せ
る

新
た
な
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成

内
山
田

今
年
七
月
十
五
日
、
経
団
連
は
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
研
究
開
発
法
人
の
機
能
強

化
に
関
す
る
提
言
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

現
在
、
研
究
開
発
法
人
は
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
機
関

も
含
め
る
と
三
七
機
関
が
あ
り
、
全
体
で
年
間
約
一

兆
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や

機
能
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
団
連

の
産
業
技
術
委
員
会
で
は
、
今
年
三
月
に
欧
州
の
研

究
開
発
法
人
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
欧
州
、
特
に
ド

イ
ツ
で
は
、
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究
機
構
の
よ

う
な
公
的
研
究
機
関
が
、
中
小
企
業
か
ら
大
企
業
ま

で
を
対
象
に
研
究
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
大
学
と
産

業
界
と
の
「
橋
渡
し
」
を
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
研
究
開
発
資
金
に
つ
い
て
、
民
間
が

投
資
し
た
場
合
は
民
間
の
な
か
で
回
り
、
国
が
投
資

し
た
場
合
は
大
学
と
研
究
機
関
の
な
か
で
回
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
民
間
の
資
金
が

研
究
機
関
に
入
り
、
そ
こ
を
通
し
て
大
学
に
も
流
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
的
な
交
流
も
、
大
学
、
研
究

機
関
、
企
業
の
間
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
も

行
わ
れ
、
競
争
力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、
過
去
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
、

経
産
省
、
文
科
省
が
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
や
知

的
ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
産

業
的
な
波
及
効
果
か
ら
見
て
成
功
事
例
が
多
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
今
後
、
研
究
開
発
法
人
改
革
と
あ
わ

せ
て
、
今
ま
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
再
整
理
し
て
、
地

域
の
地
場
力
を
活
か
せ
る
よ
う
な
新
た
な
ク
ラ
ス
タ

ー
を
形
成
す
る
な
ど
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
の
整

備
が
望
ま
れ
ま
す
。

須
藤

研
究
開
発
法
人
改
革
に
つ
い
て
は
、
理
化
学

研
究
所
の
件
も
あ
り
、
国
民
の
関
心
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
元
村
編
集
委
員
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

数
値
目
標
で
縛
り
過
ぎ
ず
、多
様
性
や

自
由
を
担
保
す
る
こ
と
が
大
切

元
村

研
究
開
発
法
人
に
関
し
て
は
、
独
立
行
政
法

人
化
し
た
こ
と
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
ま
っ
た
機

関
と
そ
う
で
な
い
機
関
の
差
が
出
て
き
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
そ
れ
を
押
し
上
げ
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た

の
が
今
般
の
特
定
国
立
研
究
開
発
法
人
制
度
だ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
最
有
力
候
補
の
理
化
学
研
究
所
が
、

論
文
不
正
で
大
変
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ

ー
ト
で
つ
ま
ず
い
た
感
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
教

訓
、
反
省
材
料
と
し
て
改
革
を
進
め
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

理
化
学
研
究
所
の
事
例
で
見
え
て
き
た
の
は
、

個
々
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
が
い
く
ら
優
秀
で
も
、
そ
こ
に
過
度
に
高
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
要
求
す
る
と
、
組
織
の
末
端
に
負

担
が
行
っ
た
り
、
ひ
ず
み
が
生
ま
れ
た
り
す
る
と
い

イノベーション政策に関しては、これまで
は各省庁がバラバラに取り組んでいて、そ
の全容をつかむことが難しかった。司令塔
機能を強化したことによって、国民にわか
りやすく広報できるチャンスだ。現在の施
策のなかでも、ImPACTについては、ハ
イリスクハイリターンを目指すと言い切っ
ているところに注目している。また、イノ
ベーションにはダイバーシティーが必須で
あり、理系、特に工学系の女性を増やすこ
とが課題である。そのためには、若い人た
ちが憧れるようなロールモデルを戦略的に
確立することも重要である。（元村有希子）

経団連では、SIP、ImPACT
に積極的に応募するよう会
員企業に呼びかけた。今後
は、継続した予算確保と制
度の定着を求めていきたい。
また、大学の改革と研究開
発法人の改革は一体で行う
べきである。経団連として
は、国に提言するだけでな
く、研究開発法人の橋渡し
機能の強化に積極的に関与
していきたい。

（須藤 亮）
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イノベーションの
芽を育む

２．若手・女性や
中小・ベンチャー企業が

挑戦できる環境の整備

１．研究開発法人を中核とした
イノベーションハブの形成

・研究開発法人を中核とした
国際的な産学官共同研究拠点の形成

・産総研等による「橋渡し」機能の強化
・人材流動化の促進のための制度の導入と活用

３．大学、研究開発法人、資金
３つの改革への先行的取組

イノベーション
システムを駆動する

イノベーションを
結実させる

「知」の創出力強化

「挑戦」の機会拡大

多様な組織・人材の「相互作用」で
イノベーション創出の各過程を橋渡し

世界で最も
イノベーションに適した国

研究不正への対応等を含む研究推進体制の強化

組織の枠を超えた人材の流動化

・年俸制の導入促進や、医療保険・年金等の扱いにおける
環境整備などにより、大学と研究開発法人等の間でク
ロスアポイントメント制度の積極的な導入・活用

・共同研究や、兼業・出向・研究休職制度の活用

イノベーションハブの形成
〈様々なアイデア・ノウハウを持った人材・組織が共通のビジョンの下に

連携し切磋琢磨する多様な「場」やネットワークをつくる〉

・研究開発法人を中核として、組織の垣根を越えた連携
体制を構築し、世界に互する産学官共同研究拠点・ネ
ットワーク型拠点の形成を推進

「橋渡し」機能の強化
・革新的な技術シーズを事業化・製品化に向けて磨き上げる「橋
渡し」を担う公的研究機関等の機能強化

・産総研等の先行的取組（外部資金受入れや知財等の独占的実施
権付与を基本等）と、その評価を踏まえた展開

ベンチャー企業

企業
人材の流動性
の向上

研究開発法人の改革

研究開発
法人人材の流動性

の向上

大学

卓越した大学院
の形成などの
大学改革

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
成
果
を
ワ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
で
囲

い
込
む
こ
と
で
、
閉
鎖
的
な
組
織
運
営
と
な
っ
て
し

ま
う
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

業
績
主
義
、
成
果
主
義
、
そ
し
て
特
許
戦
略
を
推

し
進
め
過
ぎ
た
こ
と
に
原
因
の
一
つ
が
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
同
じ
よ
う
に
、
あ

る
程
度
の
負
荷
が
な
け
れ
ば
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
伸

び
な
い
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

負
荷
を
か
け
る
一
方
で
、
自
由
さ
、
柔
軟
さ
、
心
の

余
裕
も
担
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ノ
ー
ベ
ル
博
物
館
の
元
館
長
が
、
創
造
的
な
成
果

が
生
ま
れ
る
組
織
の
条
件
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、「
多
様
な
才
能
の
集
中
」「
あ
る
程
度

の
競
争
」「
自
由
な
発
想
」「
あ
る
程
度
の
資
源（
お

金
）」
な
ど
で
す
。
多
様
性
や
自
由
に
考
え
ら
れ
る

環
境
が
保
証
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
世
界
か
ら
良
い

人
材
を
集
め
ら
れ
な
い
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
生

ま
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

研
究
開
発
法
人
改
革
に
あ
た
っ
て
は
、
過
度
に
競

争
を
煽
っ
た
り
、
数
値
目
標
で
縛
っ
た
り
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

須
藤

総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
で

も
研
究
開
発
法
人
の
改
革
・
機
能
強
化
に
向
け
た
施

策
を
示
し
て
い
ま
す
。
お
二
方
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

て
、
久
間
議
員
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

研
究
開
発
法
人
を
中
核
と
し
た

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
」

久
間
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略

２
０
１
４
」
で
は
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
適
し
た
環
境
創
出
の
た
め
に
、
意
欲
的
な
人
材
の

多
様
な
「
挑
戦
」
と
「
相
互
作
用
」
の
機
会
を
拡
大

す
る
た
め
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ

の
大
き
な
柱
が
、
研
究
開
発
法
人
を
中
核
と
し
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
の
形
成
で
す（
図
表
１
参
照
）。

研
究
開
発
法
人
の
主
な
役
割
は
、
技
術
シ
ー
ズ
を

創
出
す
る
こ
と
と
、
創
出
し
た
技
術
シ
ー
ズ
を
実
用

化
・
事
業
化
に
結
び
付
け
る
こ
と
の
二
つ
で
す
。
前

者
は
現
状
で
も
良
い
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、

後
者
の
「
橋
渡
し
」
機
能
は
必
ず
し
も
う
ま
く
い
っ

て
い
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。「
橋
渡
し
」
機
能
を
強

化
す
る
た
め
に
、
研
究
開
発
法
人
に
産
学
官
連
携
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
を
つ
く
り
、
大
学
や
企
業
か

ら
人
材
を
集
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア
の
人
が
協

働
す
る
こ
と
で
、
産
業
界
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
で
き
る
環
境
を
つ

く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す（
図
表
２
参
照
）。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
が
で
き
れ
ば
、
産
業
界
か

ら
大
学
へ
、
大
学
か
ら
産
業
界
の
人
材
の
流
動
化
も

可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
「
橋
渡
し
」
機
能
の

強
化
に
つ
い
て
は
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所

と
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
）で
先
行
的
に
取
り
組
み
、

他
の
公
的
研
究
機
関
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

も
う
一
つ
、
元
村
編
集
委
員
か
ら
ご
指
摘

の
あ
っ
た
理
化
学
研
究
所
の
話
と
関
連
し
ま

す
が
、
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

会
議
は
、
今
年
七
月
に
国
立
研
究
開
発
法
人

の
中
長
期
目
標
の
策
定
お
よ
び
評
価
に
関
す

る
指
針
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
主
務
大
臣
は
、
各
研
究
開
発
法
人

と
十
分
な
意
思
疎
通
を
図
り
、
中
長
期
目
標

を
策
定
し
ま
す
。
法
人
長
は
主
務
大
臣
が
提

示
す
る
中
長
期
目
標
の
実
現
に
向
け
、
具
体

的
な
戦
略
、
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
、
優
先
順
位

等
を
示
し
た
中
長
期
計
画
を
示
し
、
そ
の
実

施
に
つ
い
て
責
任
を
果
た
し
ま
す
。
同
時
に
、

そ
の
進
捗
を
正
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
も

必
要
で
す
。
こ
の
指
針
案
で
は
、
実
施
す
る

研
究
開
発
の
目
的
や
内
容
に
応
じ
て
適
切
な

評
価
軸
を
選
択
す
る
こ
と
、
ま
た
、
業
務
運
営
に
つ

い
て
、
効
率
化
の
観
点
の
み
な
ら
ず
、
研
究
開
発
成

果
の
最
大
化
に
向
け
て
、
法
人
長
に
よ
る
適
切
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
も

評
価
を
行
う
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
例
え
ば
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』

な
ど
の
有
名
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
数
だ
け
で
評

価
す
る
だ
け
で
な
く
、
産
業
界
へ
の
貢
献
、「
橋
渡

し
」
機
能
も
大
き
な
評
価
軸
と
し
ま
す
。
ま
た
、
例

え
ば
、
理
化
学
研
究
所
の
場
合
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
「
京
」
や
「SP

ring

‐8

」
な
ど
の
施
設

を
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
っ
た
か
も

評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
そ
う
し
た

施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
も
評
価
さ
れ
ま
す
。
自

ず
と
産
業
界
か
ら
の
受
託
金
も
多
く
入
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
各
法
人
長
が
研
究
者
に
対
し
て
、
成
果
だ

け
で
な
く
研
究
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
て
適
切
な
評

価
を
下
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
評
価
軸
を
多
様
化
す

る
こ
と
で
、
研
究
者
が
自
分
に
適
し
た
分
野
で
活
躍

す
る
こ
と
が
で
き
、
組
織
の
効
率
化
、
研
究
不
正
防

止
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
今
年
七
月
に
欧
州
の
研
究
開
発
法
人
を
視

察
し
ま
し
た
が
、
ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
協

会
と
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究
機
構
の
違
い
が
興

味
深
か
っ
た
で
す
。
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
協
会
は
、

革
新
的
な
研
究
へ
の
取
り
組
み
や
著
名
な
賞
の
受
賞

数
、
論
文
の
質
と
数
な
ど
で
評
価
さ
れ
る
の
に
対
し
、

フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究
機
構
は
産
業
界
へ
の
貢

献
度
で
評
価
さ
れ
ま
す
。
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
研

究
機
構
は
運
営
費
の
約
五
〇
％
を
企
業
か
ら
の
受
託

金
で
賄
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

日
本
の
場
合
、
基
礎
研
究
重
視
の
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ

ン
ク
協
会
が
理
化
学
研
究
所
、
産
業
界
へ
の
貢
献
重

視
の
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究
機
構
が
産
業
技
術

総
合
研
究
所
に
該
当
す
る
と
い
え
ま
す
が
、
ド
イ
ツ

の
優
れ
た
点
も
学
び
な
が
ら
、
日
本
独
自
の
研
究
開

発
法
人
や
産
学
連
携
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

元
村

産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
運
営
費
に
お
け
る

企
業
か
ら
の
受
託
金
の
割
合
は
、
ど
の
く
ら
い
で
し

ょ
う
か
。

久
間

現
在
は
、
共
同
研
究
を
含
め
て
も
約
四
、
五

％
で
す
。

元
村

ほ
ぼ
税
金
で
運
営
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

久
間

そ
の
と
お
り
で
す
が
、
そ
の
数
字
だ
け
で
産

業
技
術
総
合
研
究
所
が
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究

機
構
に
及
ば
な
い
と
評
価
す
る
の
は
早
計
で
す
。
産

業
技
術
総
合
研
究
所
の
場
合
、
数
値
に
は
表
れ
な
い

と
こ
ろ
で
中
小
企
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る

部
分
も
あ
る
か
ら
で
す
。
一
方
で
、
受
託
金
の
割
合

を
大
幅
に
上
げ
る
必
要
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
研
究

者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
と
、

産
業
界
と
の
信
頼
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
に
特
に
注

意
を
払
い
、
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

何
％
程
度
が
適
切
な
の
か
、
そ
の
数
字
を
達
成
す
る

た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
は
、
主
務
大
臣
の
方
針
と

法
人
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

須
藤

続
き
ま
し
て
、
大
学
改
革
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
経
団
連
で
は
昨
年
十
二
月
に
大
学
改
革
に
つ
い

て
の
提
言
も
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

内
山
田
副
会
長
、
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
を
再
編
・
統
合
し
て

機
能
分
化
を
進
め
よ

内
山
田

久
間
議
員
か
ら
「
世
界
で
最
も
イ
ノ
ベ
ー

図表２ イノベーションシステムの変革

出所：内閣府「科学技術イノベーション総合戦略２０１４」

図表１「挑戦」と「相互作用」の機会を拡大する
３つの施策パッケージ

出所：内閣府「科学技術イノベーション総合戦略２０１４」
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シ
ョ
ン
に
適
し
た
国
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
た
め
に
は
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
三
つ
の
セ
ク
タ
ー
、
大
学
、
研
究
開

発
法
人
、
産
業
界
、
そ
れ
ぞ
れ
が
国
際
競
争
力
を
上

げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
産
学
官
の

連
携
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
レ
ベ
ル
が

低
い
も
の
同
士
が
集
ま
っ
て
も
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
大
学
、

研
究
開
発
法
人
改
革
い
ず
れ
に
お
い
て
も
国
際
競
争

力
を
指
標
に
行
う
べ
き
で
す
。

経
団
連
は
、
昨
年
十
二
月
に
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
に
向
け
た
国
立
大
学
改
革
に
つ
い
て
」
を
提
言

し
、
さ
ら
に
今
年
二
月
に
「
理
工
系
人
材
育
成
戦
略

の
策
定
に
向
け
て
」
に
つ
い
て
提
言
し
ま
し
た
。
大

学
の
大
き
な
役
割
に
は
、
人
材
育
成
と
基
礎
研
究
が

あ
り
ま
す
。

特
に
、
人
材
育
成
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
国
家
戦
略
の

一
つ
と
し
て
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
も
の
だ
と
考
え

ま
す
。
現
在
、
日
本
に
は
、
国
立
大
学
が
八
六
校
、

公
立
、
私
立
も
含
め
る
と
国
内
に
は
約
七
七
〇
の
大

学
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
が
適
切
か
ど
う
か

疑
問
で
す
。
大
学
、
特
に
国
立
大
学
は
、
国
際
競
争

力
を
高
め
る
た
め
に
、
再
編
・
統
合
を
伴
う
か
た
ち

で
「
研
究
重
点
型
」「
教
育
重
点
型
」「
地
域
貢
献
重

点
型
」
等
ヘ
の
機
能
分
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
の
確
保
も
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
の
た
め
に
重
要
な
課
題
で
す
。
理
工
系

分
野
、
特
に
工
学
系
の
女
性
比
率
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
、
官
民
の
協
力
に
よ
る
環
境
整
備
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

須
藤

総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
に

お
い
て
も
、
今
後
、
具
体
的
に
大
学
改
革
の
議
論
が

進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
久
間
議
員
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

大
学
改
革
は
政
府
が

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
る
べ
き

久
間

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
適
し
た
環
境
を
構

築
す
る
に
は
、
研
究
開
発
法
人
と
と
も
に
国
立
大
学

も
一
体
で
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
国
立
大
学
は
運
営
費
交
付
金
の
あ
り
方
、
人
件

費
問
題
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
な
ど
、
根

の
深
い
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。「
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略
２
０
１
４
」
に
記
載
し
て

い
る
と
お
り
、
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

会
議
は
文
科
省
の
取
り
組
み
を
側
面
か
ら
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

日
本
の
大
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
内
山
田
副

会
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
、
再
編
・
統
合
と
重

点
化
・
機
能
分
化
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
す
べ
て
の
分

野
で
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
目
指
す
大
学
は
、
全
国

で
一
〇
校
程
度
あ
れ
ば
十
分
で
す
。
そ
の
他
の
大
学

は
、
例
え
ば
、
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
あ
る
い
は
生

命
科
学
な
ど
、
得
意
と
す
る
分
野
を
重
点
的
に
伸
ば

す
べ
き
で
す
。

ま
た
、「
研
究
中
心
」「
教
育
中
心
」「
研
究
と
教

育
の
両
方
」
と
い
っ
た
機
能
分
化
も
必
要
で
す
。
各

大
学
が
バ
ラ
バ
ラ
に
改
革
を
行
う
の
で
は
な
く
、
政

府
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
行
う
べ
き
で
す
。

須
藤

元
村
編
集
委
員
は
こ
れ
ま
で
も
、
大
学
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
意
見
を
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
学
院
拡
充
政
策
は
失
敗
、

理
系
女
子
を
い
か
に
増
や
す
か

元
村

私
は
毎
日
新
聞
で
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
数
年

間
、「
理
系
白
書
」
と
い
う
連
載
を
担
当
し
ま
し
た
。

当
時
、
連
載
で
指
摘
し
て
い
た
大
学
に
関
す
る
問
題

点
は
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
改
革
の
歩
み
が
遅
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

世
界
で
戦
え
る
大
学
を
目
指
す
な
ら
ば
、
世
界
で

戦
え
る
人
材
を
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
大
学
院
の
拡
充
政
策
は
失
敗
に
終
わ
っ

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
大
学
院
の
定
員
を
増
や
し

た
こ
と
で
、希
望
す
れ
ば
ど
こ
か
に
入
れ
る
「
全
入
」

の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
側
に
し
て
み
れ
ば
、

定
員
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
教
員
の
給
料
が
減
る
。
そ

の
結
果
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
い
学
生
も
入
学
し

て
き
ま
す
。
学
生
が
多
く
教
員
が
少
な
い
の
で
、
当

然
指
導
は
不
十
分
と
な
り
、
学
位
授
与
も
い
い
加
減

に
行
わ
れ
る
と
い
う
悪
循
環
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。
機
能
分
化
を
し
て
い
れ
ば
、
似
た
よ
う
な

大
学
院
の
乱
立
は
避
け
ら
れ
た
は
ず
で
す
。

一
方
、
大
学
院
拡
充
に
よ
っ
て
、
博
士
号
を
取
得

し
て
も
就
職
で
き
な
い
学
生
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
ま

し
た
。政
府
は
、科
学
研
究
を
担
う
人
材
と
し
て
「
ポ

ス
ド
ク
一
万
人
計
画
」
を
用
意
し
ま
し
た
が
、
結
局

は
、
四
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
ポ
ス
ド
ク
で
、
年
収
四
〇

〇
万
円
程
度
と
い
う
不
安
定
な
雇
用
に
甘
ん
じ
て
い

る
人
た
ち
を
大
量
に
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

「
大
学
院
の
定
員
を
絞
れ
ば
良
い
」
と
い
う
単
純
な

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て
博
士
の
品
質
保

証
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
と
、
品
質
保
証
さ
れ
た
博

士
が
活
躍
で
き
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
は
必
要
で

す
。
こ
こ
は
、
博
士
の
採
用
に
消
極
的
な
産
業
界
の

協
力
も
必
須
と
な
り
ま
す
。

内
山
田

ポ
ス
ド
ク
人
材
の
活
用
と
い
う
面
で
も
、

研
究
開
発
法
人
改
革
に
は
期
待
し
て
い
ま
す
。
研
究

開
発
法
人
に
お
い
て
産
学
連
携
で
研
究
を
行
え
ば
、

学
生
は
企
業
の
ニ
ー
ズ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す

し
、
企
業
側
も
学
生
に
じ
か
に
接
す
る
こ
と
で
見
え

て
く
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

元
村

現
場
の
研
究
者
と
接
す
る
こ
と
で
、
学
生
に

対
す
る
教
育
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
ね
。

久
間

そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
で
は
う

ま
く
対
応
し
て
い
ま
す
。
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
協
会

も
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究
機
構
も
、
大
学
と
連

携
す
る
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
学
生
を
研
究
者
と
し

て
使
え
る
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ウ
ン

ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究
機
構
の
研
究
者
の
半
分
は
学
生
で

す
。
も
ち
ろ
ん
給
料
も
払
っ
て
い
ま
す
。

産
業
界
は
、
研
究
開
発
法
人
や
大
学
は
実
用
化
で

き
な
い
研
究
ば
か
り
や
っ
て
い
る
と
思
い
込
み
過
ぎ

て
い
る
し
、
ア
カ
デ
ミ
ア
は
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を

理
解
し
て
い
な
い
研
究
者
が
多
く
い
ま
す
。
こ
の
悪

循
環
を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

元
村

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

が
必
須
で
す
が
、
内
山
田
副
会
長
が
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
、
特
に
工
学
系
の
女
子
が
少
な
い
こ
と
は
問
題

で
す
。
医
学
系
、
生
物
系
に
は
割
と
多
い
の
で
す
が
、

理
由
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
少

な
い
こ
と
は
確
か
で
す
の
で
、
例
え
ば
、
中
学
校
や

高
校
に
も
っ
と
多
く
の
魅
力
的
な
理
科
や
数
学
の
女

性
教
師
が
い
た
ら
、
女
子
生
徒
の
人
生
は
少
し
変
わ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
学
入
学
後
も
、
周
囲
に
多

く
の
工
学
部
出
身
の
素
敵
な
女
性
の
研
究
者
や
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
い
れ
ば
、「
こ
ん
な
風
に
働
き
た
い
な
」

と
憧
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

戦
略
的
に
成
功
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー（
Ｐ
Ｍ
）に
は
女
性
も
選
ば
れ
て
い
る
の
で
、
彼
女

た
ち
の
活
躍
に
期
待
す
る
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
モ

デ
ル
を
積
極
的
に
紹
介
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

内
山
田

工
学
系
は
、
い
わ
ゆ
る
現
場
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
の
で
、
女
性
に
は
抵
抗
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
海
外
の
開
発
現
場
で
は
女
性
も

多
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
明
協
会
で
「
少

年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
女
子
の
作
品
が
優
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

要
す
る
に
、
性
別
の
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
で
は
現
在
、「
リ
ケ
ジ
ョ
基
金
・

財
団（
仮
称
）」
の
設
立
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
理
工

系
に
進
む
女
子
学
生
に
奨
学
金
を
支
給
し
、
ト
ヨ
タ

グ
ル
ー
プ
に
就
職
し
た
場
合
に
は
返
済
し
な
く
て
も

よ
い
と
い
う
仕
組
み
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

企
業
側
が
、
そ
う
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
用
意
す

特集
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る
こ
と
も
一
つ
の
方
策
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

元
村

そ
う
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
あ

る
程
度
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
先
日
、
森
ま
さ
こ
男

女
共
同
参
画
担
当
大
臣
と
お
話
し
し
た
際
、「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
で
も
あ
り
、
女
性
が

輝
け
る
社
会
を
目
指
し
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
女
性
の
就
業
率
が
男
性
並
み
に
上
が
れ

ば
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
最
大
一
三
％
増
加
す
る
と
い
う
ゴ
ー

ル
ド
マ
ン
サ
ッ
ク
ス
の
試
算
も
あ
る
そ
う
で
す
。
単

純
に
労
働
者
数
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

女
性
に
し
か
な
い
視
点
や
発
想
、
行
動
力
、
粘
り
強

さ
な
ど
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
れ
ば
、
一

考
の
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

須
藤

お
話
を
お
聞
き
し
て
い
て
、
大
学
の
改
革
と

研
究
開
発
法
人
の
改
革
は
一
体
で
行
う
べ
き
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
技
術
シ
ー
ズ
を
創
出
す
る
に
は
、
多
様

性
、
柔
軟
さ
な
ど
は
必
要
で
す
が
、
一
方
で
、
ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
た
う
え
で
シ
ー
ズ
を
探
す
と
い
う
方
向

も
あ
り
ま
す
。
後
者
は
産
業
界
の
取
り
組
み
に
密
接

に
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
経
団
連
と
し
て
も
、

国
に
提
言
す
る
だ
け
で
な
く
、
研
究
開
発
法
人
の

「
橋
渡
し
」
機
能
強
化
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

開
く
未
来

須
藤

日
本
が
抱
え
る
問
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
、

新
興
国
の
台
頭
に
よ
る
国
際
競
争
の
熾
烈
化
、
自
然

災
害
に
よ
る
被
害
な
ど
に
対
し
て
科
学
技
術
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
有
効
な
解
決
策
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
な
か
、
日
本
に
お
け
る
科
学
技
術
の
有
望
分
野

と
そ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
日
本
国
民

に
と
っ
て
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
二
〇
二
〇
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
科

学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
つ
い
て
も
お
伺
い

し
ま
す
。
は
じ
め
に
元
村
編
集
委
員
か
ら
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

再
生
医
療
、ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
は

日
本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド

元
村

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
論
文
不
正
が
水
を
差
す
か
た
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
再
生
医
療
は
や
は
り
日

本
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
だ
と
思
い
ま
す
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
臨
床
研
究
も
、
世
界
の
先
陣
を
切
っ

て
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
ま
で
資
金
を
投
入
し
て
き

た
の
で
す
か
ら
、
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
分
野
だ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
も
非
常
に
有
望
で
す
。
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｔ
で
も
、
筑
波
大
学
の
山
海
嘉
之
教
授
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
高
い
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
を
兵
器
に
使
わ
な
い

こ
と
を
掲
げ
る
素
晴
ら
し
い
国
で
す
。
米
国
に
は
Ｄ

Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ（D

efense
A
dvanced
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国
防
高
等
研
究
計
画
局
）の
よ
う

な
機
関
が
あ
り
、
研
究
費
は
潤
沢
に
与
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
兵
器
に

転
用
さ
れ
る
前
提
で
す
。
科
学
技
術
を
平
和
利
用
す

る
日
本
の
姿
勢
は
、
世
界
に
誇
れ
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

な
か
で
も
、
高
齢
社
会
で
不
足
す
る
人
手
を
ロ
ボ

ッ
ト
で
補
う
、
あ
る
い
は
東
日
本
大
震
災
で
課
題
を

残
し
た
災
害
現
場
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
な
ど

は
、
国
民
の
理
解
も
得
や
す
く
、
投
資
効
果
が
目
に

見
え
る
有
望
分
野
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
ロ
ボ

ッ
ト
の
活
用
は
雇
用
な
ど
社
会
の
あ
り
方
を
大
き
く

変
え
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
配
慮
が
必
要
で
す
。

使
う
側
の
受
容
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

ロ
ボ
ッ
ト
に
介
護
さ
れ
る
こ
と
に
多
く
の
人
は
内
心
、

抵
抗
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
た
だ
便
利
さ
を
追
究

す
る
の
で
は
な
く
、
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
生
み

出
す
反
作
用
に
つ
い
て
の
研
究
も
あ
わ
せ
て
行
う
べ

き
で
す
。

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
目
標
に
各
界
が
さ
ま

ざ
ま
な
動
き
を
始
め
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
分
野
で

も
多
く
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
の
が
東

京
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
日
本
全
国
そ
し
て

世
界
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

須
藤

久
間
議
員
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

二
〇
二
〇
年
は
、新
幹
線
、衛
星
中
継
に

匹
敵
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

久
間

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
イ
ン
フ
ラ
、
医
療
、
地
域
な

ど
、
有
望
な
分
野
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
元
村
編
集

委
員
が
挙
げ
ら
れ
た
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
も
そ
の
一
つ
で

す
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
で
き
る
場
は
、
災
害
対
応
や

ヘ
ル
ス
ケ
ア
以
外
に
も
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
、
農
林
水

産
業
、
工
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
す
る
際
に
重
要
な
の
は
、
各
省

が
バ
ラ
バ
ラ
に
研
究
開
発
を
進
め
て
い
て
は
ロ
ス
が

大
き
い
こ
と
で
す
。
す
べ
て
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
共
通
す

る
基
礎
部
分
の
研
究
成
果
を
共
有
し
た
う
え
で
、
用

途
に
応
じ
て
必
要
な
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
研
究
を
行

い
、
各
省
が
連
携
し
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
開
発
し

て
い
く
べ
き
で
す
。
時
間
軸
と
必
要
な
機
能
を
軸
と

し
た
マ
ト
リ
ク
ス
を
つ
く
り
、
戦
略
的
に
開
発
を
進

め
れ
ば
、
世
界
で
勝
て
る
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
が
効
率
的
に
蓄
積
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

ほ
か
に
も
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ（Intelligent

T
ransport

System
s：

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
）は
重
要
な

分
野
で
す
。
交
通
安
全
、
渋
滞
緩
和
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
、

道
路
交
通
情
報
の
集
約
・
配
信
技
術
、
交
通
管
制
技

術
な
ど
を
開
発
し
な
が
ら
事
業
化
を
進
め
て
い
け
ば
、

そ
の
先
に
は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
も
見
え
て
き
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
Ｓ
と
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
構
想
は
、
連
動
し
て

考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

ど
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
、
標
準
化
づ

く
り
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
優

れ
た
技
術
で
あ
っ
て
も
、
標
準
化
に
乗
り
遅
れ
て
し

ま
っ
て
は
世
界
で
通
用
し
ま
せ
ん
。
開
発
の
段
階
か

ら
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
連
携
し
て
標
準
化
づ
く

り
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
す
。

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
最
新
の
科
学
技
術
で
社
会
変
革
を
行
い
、

日
本
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
世
界
に
見
せ
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
日
本
の
ス
テ
ー
タ
ス
、
産
業
競
争
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
内
閣
府
で
は
、

東
京
都
と
連
携
し
、
今
年
八
月
、
山
本
大
臣
主
催
の

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
舛
添
東
京
都
知
事
に
も
出
席
い

た
だ
き
、
東
京
大
会
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
想
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
は
、

海
外
か
ら
の
来
訪
者
の
た
め
の
意
思
伝
達
サ
ポ
ー
ト
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
機

能
を
支
援
す
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
キ
ャ
リ
ア
を
用
い
た
水
素
社
会
の
実
現
、
公
共
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
、
感
染
症
対

策
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策
な
ど
の
課
題
が
挙
が
っ
て

い
ま
す
。
年
末
ま
で
に
取
り
組
み
内
容
や
工
程
表
等

を
含
め
て
整
理
し
て
い
く
予
定
で
す
。

前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
わ
が
国
は
新

幹
線
と
衛
星
中
継
と
い
う
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
今
回
も
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

須
藤

最
後
に
内
山
田
副
会
長
よ
り
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

二
〇
二
〇
年
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く

マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン

内
山
田

ま
ず
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
重

点
的
に
取
り
組
む
対
象
と
し
て
、
す
で
に
日
本
が
強

い
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
リ
ー
ド
を

保
ち
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
二
人
が
挙
げ
ら

れ
た
、
再
生
医
療
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
、
そ
れ
に
環

境
技
術
な
ど
が
そ
う
し
た
分
野
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
必
ず
し
も
日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
や
社

会
を
考
え
た
と
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
価
値
が
あ
る

分
野
、
日
本
に
潜
在
力
が
あ
る
分
野
と
い
う
も
の
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
の
水
素
、
高
齢
化
対
策
、

農
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
課
題
に
取

り
組
め
ば
良
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
総
合
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
で
各
界
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
将
来
課
題
と
し
て
ま
と
め
て
い
く
べ
き
で

し
ょ
う
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
し

て
は
、
科
学
技
術
に
限
ら
ず
、
観
光
、
イ
ン
フ
ラ
な

ど
、
経
団
連
と
し
て
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
議
論

し
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
〇

年
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
マ
イ
ル

ス
ト
ー
ン
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
す
。
一
過
性
の
も

の
で
は
な
く
、
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
よ
う
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
こ
と
も
期
待
し
ま
す
。
新

幹
線
の
開
業
な
ど
は
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
に
大
き

な
夢
を
与
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た
も
の
が
二
〇
二
〇

年
に
実
現
化
す
る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
入
っ
て
く
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
は
わ
か
り
や
す
い
も
の
の
一
つ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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本
日
は
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（

二
〇
一
四
年
八
月
七
日

経
団
連
会
館
に
て
）
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